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1. 原稿の提出形態
原稿は原則として電子ファイル（PDF形式もしくはMS-WORD形式）で提出下さい．なお，特にオリジナル写真などの使用が必要でどうしても紙形式の提出となる場合は事務局にご相談下さい．また，研究会原稿の書誌情報をWEBで公開するために，投入フォームに，必要事項を登録戴いておりますのでご協力をお願いします．

2. レイアウト

2.1 タイトルその他(1ページ目上部)に関して

大会予稿の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，の和文と英文，及びメールアドレス（任意）をそれぞれ記述してください．

2.2 本文に関して

本文は2.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．MS-Wordで作成する場合はこのテンプレートファイルを用い，本文は必ず左右18cm，天地25.5cm以内の長さにおさまるようにしてください．本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整して25文字×46行×2段／ページを目安にしてください．

2.3 図表，写真に関して

図表，写真も電子データで提供下さい．図面，写真，表の中の文字や数字も本文と同じ大きさとなるようにしてください．


3. 原稿枚数

原稿枚数は図表，写真等を含め，一般セッションおよび学生セッションは2ページとします．必ず所定枚数内におさまるようご配慮ください．　　　　　　　　　　　　　

4. 著作権について

本会大会予稿集に掲載される論文の著作権は本会に帰属します．詳細は以下のとおりです．

(1)
本会の大会予稿集に掲載される論文等の著作権(複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等のすべてを含む包括的な著作権)は，原則として本会に帰属するものとする．

 (2)
国際会議，他学会との共催研究会等特別の事情により(１)項の適用が困難な場合は，別途協議の上処置する．

(3)
著者自身が本会以外に投稿する場合，本会に許可を求めるのが原則であるが実質的には省略する．但し，営利目的の出版物に投稿する場合にのみ，本会に申し出ることとする．

(4) 第三者から，論文等の複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合は，本会において要請に応ずることができる．但し，営利目的の出版物に対する許諾については著者に必ず連絡をする．

(5) 本会が第三者に対して複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等の許諾を有償で行ったことにより収入のあった場合は，当面本会会計に繰入れ，学会活動に有効に利用するものとする．

以上のように，大会予稿集に掲載される論文等の著作権は，本会に帰属することとなりますので御了承願います．

5. 発行日について

著作権保護に関わる大会予稿集の発行日は，大会開催初日とします．但し他学会と共催の場合には，共催学会中で最も早い発行日に合わせます．

6. 原稿提出先

e-mailで提出いただくか，下記住所まで電子メディアで郵送下さい．

(問合先) 

画像電子学会事務局

　〒105-0012　

東京都港区芝大門1-10-1　

全国たばこビル６階

TEL：(03) 5403-7571

FAX：(03) 5403-7572

e-mail：kikaku@iieej.org 
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